
第３次北杜市地域福祉計画（案）に係るパブリックコメントへの回答 

No 意見等の内容 策定委員会の考え方 

１ 「誰もが安心して暮らせる住民参加と支え合いの福祉のまちづくり」 

 現在、地方がどこも抱えている問題ではあるが、少子高齢化に加え都

心への人口集中で、北杜市でも労働力、特に若い世代の労働力が激減し

ている。このままでは人材不足によって廃業に追いやられる零細企業や

店舗が相次ぎ、住民にとっては暮らしにくい、観光客にとっては魅力に

欠けるまちとなり、負の連鎖に陥ってしまう。国の政策を待っていたら、

北杜市はどんどん寂れて行ってしまう。そんな危機感すら覚える。 

 北杜市に住んだら健康でいられる。楽しく子育てできる。働く場所が

あって、年を取っても元気でいられる。そんなまちのイメージを発信で

きたら、移住してくる人が増え、一度出て行った若者たちも北杜市に戻

ってくるのではないだろうか。 

 そこで、 

①健康なまち宣言をして頂きたい。日本一メタボ人口の少ないまちって

住んでみたくなりませんか？ 

 ◎市の健康診断に特典をつける。 

  例：毎年、受けていれば買物券 

    ３年以上連続メタボでなかったら買物券 

 ◎飲食店にカロリー表示を推進する。 

  例：カロリー表示やアレルギー対策をしている飲食店マップを作る。

健診の特典のお買物券はマップのお店で使える。 

 ◎市でスポーツジムを作る。 

地域福祉計画では、各福祉分野の計画における福祉課題

を横断的に取り組み連携を図るため、具体的な施策内容に

は触れておりませんが、各個別の健康増進計画、老人福祉

計画・介護保険計画等の施策として計画されています。 

なお、いただいたご意見は、関係する計画とともに参考

とさせていただきます。 



②もっと、女性が働けるように、103 万円の壁のないまち 

 ◎扶養控除、社会保険などを考えると妻の収入が 103 万円以上 165 万 

  円以下くらいがいわゆる「働き損」の金額らしい。 

  だったら、その範囲の妻に市が「損」の部分を補助したらいい。源泉 

  徴収票を添えて申告したら 10 万円くらい補助したらどうか。該当す 

る人がどのくらいいるのかはわからないが、１億円くらいでは足りま 

せんか？住民税アップしてもよいのでは？ 

 

全国に SNSで 103 万円のかべのないまちといううわさでも流れた 

ら･･･なんて考えただけで嬉しくなります。 

 


